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【研修・調査内容】 

福岡市は、人口約 165 万人、空港から市街までの利便性の良さ、市民の皆さまもインバウ

ンドの観光客も集いあう美しい水辺「大濠公園」など、自然との調和が素晴らしいまちであ

る。市街地のちょっとしたスペースにも健康遊具が設置されていたり、地下鉄構内にもユマ

ニチュード技法のポスターが掲示されていた。 

私は、「認知症コミュニケーション・ケア技法」である「ユマニチュード」が今後さらに

高齢化が進む東かがわ市において非常に重要になると考えユマニチュード学会に参加した。 

 

1 日目 14 時より「認知症の人にもやさしいデザイン」導入施設を視察、施設の案内及び説

明を受けた後、認知症の人の視野・色彩感覚の AR（拡張現実）体験を行なった。企業と認

知症当事者が行う商品開発の仕組みを伺い、実際に販売開始されたコンロを試用した。 

2 日目 9 時 30 分から 17 時まで、第 6 回日本ユマニチュード学会・福岡総会 1 日目は、福岡

市長の大会講演、医師で日本ユマニチュード学会代表理事による基調講演、教育セッション

Ⅰ、福岡市内小学 5 年生全員が受講している児童向けユマニチュード講座、市民対象の地域

向けユマニチュード講座を受講した。大会会場入口では、認知症関連商品ブースが設けられ、

認知症をやさしくサポートする最新機器の説明、及び体験をすることができた。 

3 日目 9 時 30 分から 16 時まで、学会・福岡総会 2 日目は、教育セッションⅡ、シンポジウ

ム、ユマニチュード開発者であるフランス人のイヴ・ジネスト氏による基調講演、座談会を

受講した。 



- 2 - 

 

 

開催市の福岡市は、人生 100 年と 100 個のプロジェクトを意味する「福岡 100」という施

策を推進中だが、その 1 番目のプロジェクトが「認知症フレンドリーシティ・プロジェクト」

である。福岡市は、市をあげて「ユマニチュード」を取り入れた認知症にやさしいまちづく

りを進めており、その中心拠点が、1 日目に視察した「福岡市認知症フレンドリーセンター」

（令和 5 年 9 月オープン）である。 

こちらの施設は、認知症の人にやさしいデザインで設計されており、認知症の人にも分か

りやすいピクトグラムを用いて、子どもや海外の人にもやさしいデザインとなっている。現

在の認知症世代が新聞購読の習慣があることから、表示には縦書きの明朝体が使われている。 

また、AR（拡張現実）体験では、認知症の人の視野や色彩感覚を体験した。視野は、非常

に狭く、上下左右が見えていないことから目線の高さを合わせて前方から近づく必要がある。

色彩は、足元の黒い玄関マットや、配色が交互に変わる床などは穴が空いているように見え

ることから床・マットには配慮が必要である。 

 オレンジパートナーズに登録している全国 110 の企業と、オレンジ人材バンクに登録し

ている認知症当事者らで開発した商品がセンターに展示されていた。オレンジパートナーズ

の A 社（全国企業）×オレンジパートナーズの B 社（地元企業）×オレンジ人材バンクの

認知症当事者が開発した「高齢者が安心して使い続けられるコンロ」は、認知症の人の視野・

色彩感覚を重視し、音声機能も追加、点火や火加減、全てにおいてきめ細やかな配慮がなさ

れていた。そしてそのコンロは、誰もが使いやすい仕様であることを確認することができた。 
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経済産業省も認知症関連の商品開発やサービスが今後の経済に大きな影響をもたらすと

講演していた。会場入口で体験した、C 社「徒歩ナビ 『ツギココ』」は当事者が一人で外出

することをサポート、D 社は認知症と嗅覚は密接な関係にあることから「におい提示装置」

を開発、九州大学は最新の AI 技術「拡張現実」で「ユマニチュードのシミュレーショント

レーニング」を実現する等、各社が当時者と「ともに」進めた技術革新の発表の場が設けら

れていた。 

また、福岡市は、企業×認知症当事者に加えて、認知症の人の家族×市民×小学 5 年生全

員×市救急隊×介護施設×行政等々、あらゆる分野が連携して、認知症になっても住み慣れ

た地域で、安心して自分らしく暮らせるまちを目指すため、ユマニチュードを基本に、認知

症をネガティブに捉えない社会環境のアップデートに、本気で取り組んでいることが伺えた。 

 

 

 

【研修成果】 

① 認知症の人にやさしいデザインについては、東かがわ市のデザインや表記にも同様の

視点を導入することを提案したい。 

② 認知症の人の視野については、AR 体験の機器がなくても簡単に体験できる方法を学ん

だので、自分自身が開催する会合等でもワークショップ的に広め、認知症の人にやさ

しい東かがわ市となるようできることから努力してまいりたい。 
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③ ユマニチュードとは「あなたのことを大切に思っています」ということを相手が理解

できるように伝えるための方法である。その 4 つの柱は、☆見る「正面から・水平に・

近く・長く」、☆話す「穏やかに・低めのトーン・ゆっくりと」、☆触れる「広い面積・

ゆっくり・包み込むように」、☆立つ「できるだけ立つ時間をつくる」である。 

実際に認知症の人をケアしている介護職員さんや、サポートしているご家族、市民の皆さ

ま、本市の小学 5 年生にも、「認知症コミュニケーション・ケア技法」の「ユマニチュード」

を知って頂けるよう、今後は議会の一般質問等を通じて積極的な周知・啓発や、「ユマニチ

ュード講座」の開催等を提案し、本市の認知症施策を進め、人生 100 年時代を誰もが安心し

て暮らせる東かがわ市へと前進させてまいりたい。                         


